
【目標】
いくつになっても学び続けられる環境を継続的に
提供すること

高岡熱中寺子屋

教育・学習

高岡熱中寺子屋は2016年秋に大人の学び場として
スタートしました。
いくつになっても「7歳の目で世界を…」を
モットーに学びを続けたい人の受け皿として
授業などを開催してきました。
学びにテーマがあるとより意欲が生まれると考え、
2020年から学びのテーマを「ＳＤＧｓをしり、実践しよう」とし、
ＳＤＧｓ達成に貢献する講師の方をお迎えし、授業を開催しています。

【目標】
アルミゴミからエネルギーを供給するシステムの拡大

高岡を持続可能なまちにするために

【主な取り組み】
高岡熱中寺子屋で提供する授業を通じて、
持続可能なライフスタイルを提示し、定着を促す。

【主な取り組み】
性別や年齢を問わず持続可能な開発に必要な知識を継続的に提供する。
そのための組織形成や運営に尽力する。

【主な取り組み】
市内事業者と協力し、
アルミゴミからエネルギーを作り出す取組みに協力し、市場拡大を図る。

・学びを通じて、老若男女が集うコミュニティを形成

・団体内だけでなく、他企業や他団体と連携し、それぞれの取り組みを

結びつける役割を果たす

【目標】
教育を通じて持続可能なライフスタイルの提示と定着


